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1 はじめに

近年，インターネットを利用した正確な情報の入手が

求められており，その技術の一つとして Semantic Web
がある．Semantic Webをグローバルで誰もが利用可能
なものにするための技術にOntologyがある．本発表で
は Ontologyについて述べる．

2 Semantic Web

Semantic Webとは，「URI で識別できるメタデータ
をエージェントが自動処理するウェブ」である．HTML
ベースのウェブが“人間が読んで理解する”に主眼を置

いていたのに対し，Semantic Webは“マシン同士が理
解可能なウェブ”を目指し，段階的に技術の開発が進ん

でいる（Fig.1）．現在ではOntology階層まで開発が進
んでいる．
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Fig. 1 Semantic Webの技術レイヤー

3 Ontology

3.1 概要

Ontologyは，Heideggerらのいう「存在論」を指す哲
学用語として知られている．しかし，その意味が拡張さ

れて，対象とする世界に存在するものごとを体系的に分

類し、その関係を記述するものとして、言語学や人工知

能研究に取り込まれてきた．ウェブでのOntologyとは，

Berners-Leeらによると，「分類体系」と「推論ルール集」
である．

3.2 OWL（Web Ontology Language）

Ontologyの概念が用いられたWeb言語がOWL（Web
Ontology Language）である．OWLは，共有性，発展
性，相互運用性，矛盾の検出といった要件を満たすもの

として，W3Cのワーキンググループで開発されている．
つまり，「用語・語彙とそこに含まれる各要素の関連の明

確な表現」を目的としている．

3.3 Web Ontologyの特徴

• 語彙セットと推論機構

• 階層関係，部分全体関係

• 多重継承，時間順序の記述，異なる文書のインター
フェイス

• 一貫性チェックの制約条件，クラスとインスタンス

• サービスの発見，複数のOntologyの変換と統合利用

推論というと複雑なイメージが湧くが，OWLでの推
論とは，同一のものか，どちらかに包含されるものか，

互いに素であるか，を調べるに過ぎず，これらは数学的

に処理が可能である．

3.4 OWLの基本構成

OWLは，語彙を定義する手段である RDFの集合で
構成されている．OWL言語仕様では，どんな RDFが
OWLの語彙を構成し，それによって何を意味するかを
定義する．OWLは一般に RDFの XML構文によって
記述され，次のような構成要素を含む．

1. バージョン情報と他のオントロジーのインポートを
記述するヘッダ要素

2. オブジェクトのクラスを定義するクラス要素

3. プロパティを定義するプロパティ要素

4. クラスおよびプロパティのインスタンス

OWL の仕様はまだ草案段階で不確定要素が多く，
今後変更される可能性がある．そのことを踏まえた上

で，OWL の一例（Fig.2）を示す．Fig.2 は“「雄」と
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いうクラスは「動物」のサブクラスで「雌」とは互いに

素である”という事を定義している．rdfs:subClassOf，
owl:disjointWithはOWLで定義されているクラス要素
である．rdf:resource=”#～”の部分はRDFでの定義で
ある．

� �
＜ owl:Class rdf:ID=”Male”＞
＜ rdfs:subClassOf rdf:resource=”#Animal”/＞
＜ owl:disjointWith rdf:resource=”#Female”/＞
＜/owl:Class ＞� �

Fig. 2 OWLの一例

3.5 問題点

普通のユーザにメタデータを記述することは困難であ

る．そのためメタデータを記述するためのツールの普及

が問題となるが，そのためにはデータベース，正確なメ

タデータが提供される必要がある．どのようにして，コ

ンテンツ作者の負担にならない形でメタデータを容易に

確実に記述するか，といった問題がある．

3.6 XSLT

一つの方法としてXSLTを使うというものがある．こ
の方法のポイントは，XSLTを定義すれば，XHTMLを
書くだけでメタデータが提供できる．コンテンツに手を

加えた時に，別途メタデータを編集する必要もない．ま

た，これらの class属性は，CSSと組み合わせてページ
の視覚表現にも使えるので一石二鳥である．もちろん，

XSLTは HTMLには適用できないので，コンテンツは
XHTMLで書かれている必要がある．XHTMLへの移
行のメリットが見えないとよく言われるが，Semantic
Webへの第一歩は，XHTML化によって踏み出すこと
ができる．

しかし，この方法もユーザ依存である．なぜなら，一

般ユーザが XHTMLを使うことを前提にしての話だか
らだ．一般ユーザの中であまり浸透していないXHTML
が，どこまで広がっていくかが，これからの鍵になる．

次に一例を示す．次のようなXHTML（Fig.3）があっ
たとする．XSLTのテンプレート（Fig.4）を適用してみ
る．この結果メタデータ（Fig.5）が得られた．

� �
＜ p id=”c01” class=”Concert”＞
　＜ span class=”title”＞
　シュトゥットガルト放送響来日公演　
　＜/span＞が
　＜ span class=”date”＞ 2001-11-16 ＜/span＞
　に行われた.
＜/p＞� �

Fig. 3 XHTML

� �
＜ xsl:template match=”h:p”＞
＜ xsl:element name=”wn:@class”＞
＜ xsl:attribute name=”rdf:ID”＞
＜ xsl:value-of select=”@id”/＞
＜/xsl:attribute＞
＜xsl:apply-templates select=”h:span[@class]”/＞
＜/xsl:element＞
＜/xsl:template＞
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

＜ xsl:template match=”h:span[@class]”＞
＜ xsl:element name=”dc:@class”＞
＜ xsl:value-of select=”.”/＞
＜/xsl:element＞
＜/xsl:template＞� �

Fig. 4 XSLTのテンプレート
� �
＜ wn:Concert rdf:ID=”c01”＞
　＜ dc:title＞
　シュトゥットガルト放送響来日公演

　＜/dc:title＞
　＜ dc:date＞ 2001-11-16＜/dc:date＞
＜/wn:Concert＞� �

Fig. 5 検出されたメタデータ

4 終わりに

「Semantic Webの実現は不可能である」という意見
がある．Semantic Webの目的は，「意味を標準化する」
では無く，「意味を表現する概念やプロパティに一意の識

別子（URI）を与えて，計算機が確実に認識・処理でき
るようにする」を目指すことである．

現在，HTML主流だが，完全無欠な世界ではなく，Se-
mantic Webも同様である．また，一度に全てが完成す
るようなものでもない．ただ不可能と決め付けるだけで

はなく，実現へむけての新たな問題提起をすることが重

要である．

Semantic Webが普及すれば，個々のWebがデータ
ベースの一部となることができる．その結果，広範囲に

おける正確な情報検索が可能となり，人間の負担を軽減

することができるだろう．
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